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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

【森のきこり遠足】

長袖長ズボン等の安全装備の準備、森と木の話、間伐について導入する写真資料、森と市庭スタッフ撮影の伐倒動

画、自分たちが切った丸太（園に持ち帰り

【森の製材所見学】

マルタネット製作用クレヨン、マルタネットを持ち帰り日常保育で活用

【木育ワークショップ】

木の工作に使うクレヨン、乳児クラスも参加できるよう環境設定

【木の楽器づくり・プチ演奏会】

寒さ対策で室内で実施するための環境づくり、生活発表会での演奏発表に向けた練習環境

森のきこり遠足　　        7/3　 導入   　    7/4　実施　　　　  7/10　     　振り返り

森の製材所見学　        10/15　導入　     10/16  実施　　　   10/16PM　　振り返り

木育ワークショップ　12/10     導入　    12/11  実施　　　　12/12  　       振り返り

木の楽器作り　　　　 2/10     導入　　   2/11  実施　　　     1/28               振り返り

※木の楽器で日常保育の中でも遊んだり演奏したりして楽しむ。2/28に開催した生活発表会では、自分で作った木

の楽器で演奏発表も行った

東京都西多摩郡奥多摩町1416

社会福祉法人双葉会

奥多摩

①奥多摩の大自然(木)を通して、子ども達に発想力・想像力・適応力の向上を努める。奥多摩の自然に

存在する素材を活かす。０歳児は木屑プール体験。１・２歳児は端材を使った遊びや木製打楽器で音を

出す体験。３・４・５歳児は実際に森に入り、伐採体験、製材所見学、木材の工作、木の楽器作りな

ど、木の循環を五感で体験することで自然との繋がりを実感させる活動を展開する。

園職員の企画を基に、専門のインストラクターによる指導。

66-0396

氷川保育園



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

【第１弾：森のきこり遠足】

東京・森と市庭の社有林にて、森のおはなし・間伐体験・森の散策を実施。広葉樹・針葉樹の違いや間伐の意味を学び、実際に

ノコギリで木を切る体験を行った。隣の木に引っかかって倒れなかった木については、後日スタッフが安全に伐倒し、その動画

を夕方に子どもたちと一緒に視聴。7月10日の振り返りでは、森と市庭の菅原さんが来園し、木を倒した方法を実演。自分たち

が切った丸太の根元を持参いただき、重さや香り・ヤニを直接感じる体験も行った。

【第２弾：森の製材所見学】

7月に伐った木が製材所でどのように形を変えるかを見学（東京・森と市庭協力）。丸太の皮むき体験後、機械で丸太が板へと

切り分けられる様子を見学し「この前の森の木だ」「これが柱になるの？」と森の体験と結びつける姿が見られた。見学後は端

材を使った「マルタネット」づくりを実施。持ち帰ったマルタネットは朝の会で歌に合わせて鳴らすなど、日常保育に続いて

いった。

【第３弾：木育ワークショップ】

0歳〜年長の全クラスを対象に、園庭で実施。丸太ノコギリ体験では「かたい」「音や手ごたえが変わる」と苦戦しながら切り進

め、完成品はペンダントに仕上げた。かんな節プールではふわふわの木屑の海に寝転んだり、すくったり、全身で木の香りと感

触を堪能。端材自由工作では切り出された端材を並べ・積み・組み合わせ、クレヨンで彩色し個性あふれる作品が完成。

【第４弾：木の楽器づくり・プチ演奏会】

製材所で出た端材を使い、本格的な木の楽器を製作。これまでの活動（伐採・製材・工作）で培った木への親しみが、楽器づく

りへの意欲につながった。完成後にはプチ演奏会を開催。自分で作った楽器を鳴らす喜びを全員で分かち合った。

さらに2月28日の生活発表会では、自作の木の楽器で保護者の前での演奏発表を行い、この一年間の木との旅を保護者にも届け

ることができた。

【森のきこり遠足での子どもの姿】

・「太陽を動かす」「木を切る」など、暗い森を明るくするためのユニークなアイデアが飛び出した。

・「レモンみたいな香りがする！」（切りたてのヒノキの香り）

・木がなかなか倒れないもどかしさから、後日の動画を見て「あんなにがんばって倒せなかったのに！」と驚く姿。

・丸太を手に持って「けっこう重い」「手がベタベタする」とヤニを発見。「木にも命があるんだ」と気づくきっかけに。

・ツリーデッキに登り、山々にこだまする自分の声を楽しむなど、五感全てを使った遊びが広がった。

【製材所見学での子どもの姿】

・「この前の森の木だ！」「これが柱になるの？」と、森での体験と製材の場面を自然に結びつける発言が続いた。

・丸太の中がピンク色で「木の中がピンクだ！」と驚く子も。

・「木のしごとってすごい」「木を柱にする機械がかっこよかったね」と仕事や技術への尊敬が芽生えた。

・マルタネットが完成し、「木がこんなふうになるんだ」とつぶやきながら目を輝かせて鳴らしていた。

【木育ワークショップでの子どもの姿】

・「いいにおい」「ふわふわだ」「ザラザラするね」と、木に触れた感覚を自分の言葉で表現する姿が多く見られた。

・「おふとんだ」とかんな節に全身を埋めてしまうほどダイナミックに楽しむ子も。

・端材を前に悩みながらも「飛行機・チェーンソー」など自由な発想で作品を仕上げ、大人の指示なく主体的に活動した。

・0歳児もそれぞれのペースで木に触れ、乳児にとっても温かな素材体験となった。

【木の楽器づくり・プチ演奏会での子どもの姿】

・伐採・製材・工作と積み重ねてきた体験が土台となり、「この木、あの森にあったやつだよね」という気づきをもちながら楽

器づくりに向き合う姿が見られた。

・完成した楽器を鳴らしたときの「できた！」という表情が印象的だった。

・プチ演奏会では全員が自作楽器を持ち寄り、一体感ある演奏を楽しんだ。

・生活発表会（2/28）では、保護者の前で堂々と自分たちの木の物語を届けた。



５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

この一年間の「とうきょうすくわくプログラム」を通じて、子どもたちが奥多摩の自然と深くつながっていく過程

を間近に見ることができた。「本物の体験」と「その後の振り返り・つながり」をセットにすることで、理解と関

心が格段に深まることを実感した。森で切った木が製材所で形を変え、園庭の工作素材として戻り、楽器となって

演奏される——という一連の流れが、子どもたちの中で「木のめぐり」として確かに根付いていった。

五感を通した体験（香り・感触・音・重さ・色）が、子どもたちの発見と言葉を豊かに引き出すことも改めて確認

できた。また、林業・製材という「大人の仕事」を本物の現場で見ることで、子どもたちに自然と働く人への敬意

が生まれた点が印象深かった。0歳から年長まで全クラスが参加したことで、年齢に応じた関わり方の違いも明確

になり、乳児には素材感・幼児には探究と創造といった発達に寄り添う木育の意義を再確認した。

生活発表会では自作の木の楽器で保護者の前での演奏発表を行い、この一年の集大成として保護者とも共有できる

場となった。

木育が日常保育の中に自然に溶け込んでいったことを実感できた。来年度も奥多摩の自然という最高の「素材」を

生かした活動を継続・発展させていきたい。


